
【お問い合わせ】不妊治療と仕事との両立に関する研修会事務局　info_otoiawase@tohmatsu.co.jp

本事業は、厚生労働省からの委託により
有限責任監査法人トーマツが実施します

～ 不 妊 治 療 を 受 け な が ら 働 き 続 け ら れ る 職 場 づ く り ～

研修会開催のご案内

　不妊治療と仕事との両立の重要性等について理解を深め、「不妊治療を受けながら
働き続けられる職場づくり」を進めていただけるよう、自社の従業員の不妊治療と仕
事との両立を支援する人事労務担当者、産業医、産婦人科医の方等を対象に、不妊
治療の実態や両立支援制度を導入・運用する上での具体的ノウハウなどを内容とした
研修会を開催します。
　今年度は配信の開始時期を前期・後期と分けています。前期の配信は制度等を中心
としたテーマに、後期の配信は事例を中心としたテーマの内容になっています。

2023年９月25日（月）～2024年3月15日（金） 配信　https://www.funin-ryoritsu.jp

不妊治療と仕事との両立支援担当者等向け研修会（９月25日～配信）

WEB配信
視聴無料

『不妊治療と仕事との両立についての現状（国の施策）等』　　～行政の視点～
厚生労働省 雇用環境・均等局　雇用機会均等課長　　安藤　英樹

『不妊治療と仕事の両立　－少子化時代の働き方改革－』　　～産業医の視点～

産業医、医学博士、労働衛生コンサルタント　　遠藤 源樹 氏

『不妊治療　－女性活躍のために求められる配慮－』　　～産婦人科医の視点～
慶應義塾大学　名誉教授、福島県立医科大学　副学長　　吉村 泰典 氏
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『労働者の不妊治療と仕事との両立に向けて　
－「不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマニュアル」、
「不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック」を通じ、社会保険労務士の視点から－』

～社会保険労務士の視点～
福島通子社会保険労務士事務所　特定社会保険労務士　　福島 通子 氏

『子どもを望み不妊治療に取り組む人をみんなで応援していける組織へ
　－治療を経て支援事業を立ち上げた当社がいま、支援者と考えたいこと－』

～不妊治療と仕事との両立支援者の視点～
株式会社ライフサカス　代表取締役　　西部 沙緒里 氏

前期　（9月25日～配信）　―制度等を中心に―

後期　（10月下旬頃～配信予定）　―事例等を中心に―



　　厚生労働省では、「不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマニュアル」と
「不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック」を作成しています。
　「マニュアル」は、主に事業主や人事部門向けであり、不妊治療と仕事との両立を支援するため
の各種制度の導入方法などを紹介しています。
　「ハンドブック」は、不妊治療を受ける方、職場の上司や同僚に不妊治療への理解を深めてもら
うため、不妊治療の内容や配慮すべきポイントなどを掲載しています。
　どちらも下のURLより全文ダウンロードしていただけます。

不妊治療と仕事との両立に関するマニュアル・ハンドブック

・不妊治療について

・企業が不妊治療と仕事との両立に取り組む意義

・両立支援制度導入の手順やポイント

・制度導入企業の具体的な事例（20社）

・参考情報

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30k.pdf

不妊治療を受けながら働き続けられる職場作りのためのマニュアル

不妊治療を受けながら
働き続けられる

職場づくりのためのマニュアル

事業主・人事部門向け

不妊治療を受けながら働き続けられる職場づくりのためのマニュアル
厚生労働省委託事業 令和4年度 不妊治療を受けやすい休暇制度等環境整備事業（委託先 有限責任監査法人トーマツ）

【免責事項】
本紙の掲載情報の正確性については万全を期しておりますが、厚生労働省は、利用者が本紙の情報を用いて行う
一切の行為について何ら責任を負うものではありません。（2023 年3 月作成）
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令和4年度 不妊治療を受けやすい休暇制度等環境整備事業

・データで見る不妊治療と仕事との両立

・不妊治療について

・職場での配慮のポイント

・不妊治療を受けている、受ける予定の人達へ

https://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/pamphlet/dl/30l.pdf

不妊治療と仕事との両立サポートハンドブック

～不妊治療を受ける方と職場で支える上司、同僚の皆さんのために～

令和4年度 不妊治療を受けやすい休暇制度等環境整備事業

　働きながら不妊治療を受ける方は増加傾向にあると考えられますが、厚生労働省が

行った調査によると、不妊治療と仕事との両立ができず16％（女性の場合は23％）の
方が離職をしています。

　不妊治療と仕事との両立を困難にしている要因としては、精神面での負担が大きい

こと、通院回数が多いこと等が挙げられていますが、企業や働いている人たちも、そ

もそも不妊や不妊治療についての認識があまりないために、企業内の支援制度の導入

や利用が進まないことも考えられます。

　このため、このハンドブックでは、職場内で不妊治療への理解を深めていただくた

めに、不妊治療の内容や職場での配慮のポイントなどをご紹介します。


